
船舶事故調査報告書 

平成２９年２月２３日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 平成２８年１０月１８日 ０９時００分ごろ 

発生場所 愛媛県松山市興
ご

居
ご

島頭
つむり

埼南東方沖 

 頭埼灯台から真方位１４０°９５０ｍ付近 

 （概位 北緯３３°５５.２′ 東経１３２°４２.５′） 

事故の概要  プレジャーボート大隼
だいしゅん

丸は、南南西進中、また、プレジャーボー

ト洋心
ようしん

丸は、漂泊中、両船が衝突した。 

事故調査の経過 平成２８年１０月２６日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ プレジャーボート 大隼丸、１.４トン 

   ＥＨ３－２５４６５（漁船登録番号）、個人所有 

   第２８１－２７４１５号（船舶検査済票の番号） 

Ｂ プレジャーボート 洋心丸、０.５トン 

   ２８１－４１１３５愛媛、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、一級小型・特殊・特定 

Ｂ 船長Ｂ、二級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 左舷船首部外板にペイント剝離 

Ｂ 右舷中央部外板に擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南南東、風速 約０.９m/s、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の末期、潮流 北東流約１.５ノッ

ト 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、友人１人を乗せ、潮上りの目的

で、頭埼南東方沖を約２０km/hの対地速力で、手動操舵により南南西

進していた。 

 船長Ａは、周囲に約５０隻の釣り船が存在していたが、ＧＰＳプロ

ッターに記録していた釣りのポイントを表示させた同プロッター画面

を見ながら潮上りを続けた。 

 Ａ船は、船長ＡがＢ船を視認し、右舵一杯を取ると同時に機関を停

止したが、Ｂ船に衝突した。 

 Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、頭埼南東方沖で漂泊して釣りを

行っていた。 

 船長Ｂは、これまで潮上りする他船が漂泊中のＢ船を避けてくれて

いたので、今回も他船が避けてくれるものと思い、釣りに夢中になっ

ていた。 

船長Ｂは、後方を見たとき、接近するＡ船を認め、手すりにつかま



って身構えたところ、衝突の衝撃を受けた。 

分析  Ａ船は、船長ＡがＧＰＳプロッター画面を見ていて、前方の見張り

を適切に行っていなかったことから、漂泊中のＢ船に気付かなかった

ものと考えられる。 

 Ｂ船は、船長Ｂが釣りに意識を集中し、周囲の見張りを行っていな

かったことから、接近するＡ船に気付かずに漂泊を続けたものと考え

られる。 

原因  本事故は、頭埼南東方沖において、Ａ船が南南西進中、Ｂ船が漂泊

中、船長Ａが、前方の見張りを適切に行っておらず、また、船長Ｂ

が、周囲の見張りを行っていなかったため、両船が衝突したものと考

えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・常時適切な見張りを行うこと。 

 


